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過去平均 R7

ブランド米『いちほまれ』の品質・収量アップ を目指して‼

ブランド米「いちほまれ」のお問い合わせは、担当営農指導員までお願いします。

１．ＪＡ生育調査状況（６月２５日現在）

３．いちほまれの今後の管理について

【平年比】

■草 丈： 短い ■茎 数：少ない ■葉 色：平年並

み

茎数（本/㎡）

平均移植日 ： 5/18

梅雨の期間に入っていますが、高温多照の日が多く稲の生育も活発となり、急激に茎数が増加し

ました。ちょうど今中干しのタイミングにきていますが、10日～2週間を目安に終了して下さい。中干し
終了後は間断通水を実施し、根の老化や下葉枯れを防ぎ、稲に「水」と「酸素」を供給しましょう！

２．茎数の推移について

①JA全体 ②各地区の状況

中干し開始目安：320本/

●中干し終了後、間断通水を実施しましょう！！

嶺南管内（敦賀地区） 5/10 移植

年度
栽培
区分

平均
移植日

草丈
（㎝）

茎数
（㎡）

葉色

R7 5月18日 36.9 352.5 4.4

過去平均 5月17日 37.6 445.0 4.3
移植

栽培
区分

地区
平均
移植日

草丈
（cm）

茎数
（本/㎡）

葉色

福井 5/18 38.9 346.7 4.3

坂井 5/17 39.1 302.1 4.3

奥越 5/15 36.4 387.0 4.1

丹南 5/24 32.8 347.5 4.5

嶺南 5/16 37.4 379.0 4.7

移植

出穂30日前

8/4～

出穂

入水3～5㎝後は自然落水

（幼穂形成期）

水管理と葉色に注意!!

中干し

幼穂形成期直前まで

乾かしすぎはダメ‼

地割れが大きいと根をい

ため、品質に影響します。

いちほまれは、月末にかけて出穂30日前、幼穂形成期になり

ます。幼穂形成期直前までの中干しを実施しますが、中干し

による乾かしすぎに注意が必要。

②いもち病対策

梅雨入りしましたので、稲体を確認し、いもち病発生

が見られたら天候をみて薬剤防除を実施しましょう。

ブラシン粉剤（3～4㎏／10ａ）

使用時期： 収穫7日前まで(使用回数2回以内)

7/4～

①中干し 幼穂形成期直前まで、乾かしすぎに注意!!


